

























































































           【社会的な思考・判断・表現】 
○近世の特色について、資料を適切に選択し、読み
取ったことを活用することができる。 
                 【資料活用の技能】 
○近世の特色について理解することができる。 
        【社会的事象についての知識・理解】 













































































































































































































































































順 位 ③ ６ ４ ② ５ ① 
（５）成果と課題 
① 成果 
 問題Ⅰについて、昨年度まで課題としていた思考・
判断・表現力等を問う評価問題として、記述式だけで
はなく、記号選択式の問題を作成することができた。 
 問題Ⅱについては、他に応用して考え、自ら解決方
法を見つけ、取捨選択したことを評価するという点か
ら、授業で扱っていない資料を用いたので、生徒の思
考・判断・表現力等について、授業で行った判断を転
用して検討できる問題であったと考えられる。 
 また、トゥールミン・モデルを活用した「便益と機
会費用」について検討しながら「選択(トレードオフ)」
について理由を書かせるワークシートを授業で扱っ
たこともあり、本評価問題においても理由付けの内容
について的確に説明できていた。 
② 課題 
 問題Ⅰについては、（３）④の評価結果を見て分か
るとおり、誤答の割合が高い。これは、一つでも選択
肢を誤ったら真田氏は滅んでいたかもしれないとい
う出題の意図から完答問題としたこともあるが、本時
の学習において、時代の特色を捉えるという社会認識
形成が弱かったということが分かる。一方で、記号選
択の分布状況を見ると、正答の３つの選択肢にまとま
っていることからそれなりに社会認識形成に成果が
あったとも捉えられるので、出題方法についての検討
が必要であろう。総じて、時代の特色に対する概念形
成の手立てや市民的資質育成を統合的に説く社会科
としての単元構成や資料の提示、学習形態において、
今後も検討が必要である。 
 歴史的分野における価値判断型の授業を行うに際
し、今回は実在の人物をモデルにした仮想の人物を想
定した教材を取り扱ったが、歴史的分野においての価
値認識の形成について、知識にとらわれない評価問題
の在り方について、検討が必要である。 
 本時の学習を通して、学習前と学習後の社会認識形
成や市民的資質育成についての変容のようす、知識の
構造化を意識した授業構成など行うことなど、学習
者・授業者双方への分析が必要であった。 
（授業者：坂田元丈） 
